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日本の展望委員会（第８回）議事要旨 

 

 

１．日 時：平成 21 年９月 10 日（木）16:00～18:00 

２．場 所：日本学術会議 5‐C（1）会議室 

３．出席者：金澤委員長、広渡副委員長、海部幹事、大垣委員、佐藤委員、 

鈴村委員、柘植委員、藤田委員、山内委員、河野委員、武市委員、 

土居委員 

（欠席：唐木幹事、浅島委員、岩澤委員、北島委員、猪口委員、 

笠木委員、大沢委員） 

（説明者）郷通子先生、末廣昭先生 

（事務局）竹林局長、綱木次長、廣田参事官、渡辺参事官 

４．議 題：１）前回議事要旨（案）の確認 

２）「日本の展望－学術からの提言 2010(素案)」(最終案)について 

３）「第４期科学技術基本計画への日本学術会議の提言」について 

４）今後の進め方について 

５）その他 

５．資 料：資料１ 日本の展望委員会（第７回）議事要旨（案） 

資料２ 「日本の展望-学術からの提言 2010（素案）」（最終案） 

資料３－１ 第４期科学技術基本計画への日本学術会議の提言 

取りまとめスケジュールについて 

３－２ 「第４期科学技術基本計画への日本学術会議の提言」 

（第１次素案） 

３－３ 科学技術基本計画（第４期）に盛り込むべき重要課題 

(生命科学、理学・工学、大学と人材)(平成 21 年 9 月 2 日) 

資料４ 起草分科会の今後の進め方について（案） 

 

参考１「日本の展望-学術からの提言 2010」の作成に向けて 

参考２「日本の展望-学術からの提言 2010」骨子案(改訂版)[分担案付] 

参考３ 「重点事項」についての検討 

参考４－１ 科学技術基本計画（第４期）に盛り込むべき重要課題 

（目次） 

４－２ 科学技術基本計画（第４期）に盛り込むべき重要課題 

(平成 21 年 5 月 1 日) 

参考５ １０月１日幹事会に「日本の展望-学術からの提言 2010」を 

提案するまでの具体的作業スケジュール 

参考６ 委員名簿 

参考７「日本の展望」関係の報告書の取りまとめについて 

参考８ 日本の展望委員会 開催日一覧 

６．議事概要 

（１）議題 1) 前回議事要旨（案）の確認 

前回議事要旨の確認がなされた。 
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（２）議題 2) 「日本の展望-学術からの提言2010（素案）」（最終案）について 

広渡副委員長から、資料２に基づき、「日本の展望-学術からの提言2010（素案）」

（最終案）について説明があり、意見交換が行われた。 

 

（３）議題 3)「第4期科学技術基本計画への日本学術会議の提言」について 

海部幹事から、資料３－１及び３－２に基づき、「第4期科学技術基本計画への

日本学術会議の提言」（第１次素案）及び取りまとめスケジュールについて説明

があった。 

 

（４）議題 4) 今後の進め方について 

広渡副委員長から、資料４に基づき説明があり、以下の通りとされた。 

◆総会において、「日本の展望－学術からの提言 2010（素案）」の配布・審議

を行う。 

◆本日議論された意見を踏まえ、９月２４日〆切にて「日本の展望-学術からの

提言2010（素案）」（最終案）の最終補正を行う。また、注の追補を広渡副

委員長と事務局で行う。 

◆各テーマ別・分野別分科会からは、分科会報告の要旨と目次を９月２４日〆

切にてご提出頂き、総会の配布資料とする。 

◆「日本の展望-学術からの提言2010（素案）」（最終案）の関係者リストにつ

いては、日本の展望委員会委員名＋起草分科会委員名＋委員以外の執筆者名

に加え、①各テーマ別・分野別分科会の委員会名のみを記す、②各テーマ別

・分野別分科会の委員名を全て記す、の二案を作成し、委員の皆様に諮った

上でどちらにするか決定する。 

◆上記執筆者リスト含めた「日本の展望-学術からの提言2010（素案）」（最終

案）の最終版を委員の皆様にお目通し頂いた上で、１０月１日の幹事会に提

案する。 

◆本委員会以降の「日本の展望-学術からの提言2010（素案）」（最終案）の補

正については、金澤委員長と広渡副委員長（起草分科会委員長）に一任する。 

◆人文・社会学作業分科会、生命科学作業分科会、理学・工学作業分科会の分

野別分科会報告は、「提言2010」同様、会員・連携会員からの意見聴取手続

きを取ることとする。その際、先ず「提言2010」、次に分野別分科会報告の

意見聴取手続きを行う。各分野別分科会報告の最終版の完成は、１０月末と

する。 


